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中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

一
二
六
︱
一
四
四
頁

劃
線
小
考

︱
北
京
簡
『
老
子
』
と
清
華
簡
『
繫
年
』
と
を
中
心
に
︱

竹
田
健
二

は
じ
め
に

北
京
大
学
が
二
〇
〇
九
年
に
収
蔵
し
た
前
漢
時
代
の
竹
簡
（
以

下
、
北
京
簡
）
に
お
い
て
、
孫
沛
陽
氏
が
複
数
の
竹
簡
の
背
面
に

連
続
す
る
「
劃
線
」、
或
い
は
「
劃
痕
」
と
称
さ
れ
る
線
（
以
下
、

劃
線
）
を
発
見
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
劃
線
は
近
年
、
竹
簡

の
配
列
を
復
原
す
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
（
注
1
）
。
北
京
簡
『
老
子
』
の

劃
線
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
韓
巍
氏
が
孫
沛
陽
氏
の
見
解
を
踏
ま

え
て
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
簡
背
劃
痕
初
歩
分
析
」（『
北
京
大
学

蔵
西
漢
竹
書
（
貳
）』〔
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
二
年
〕
所
収
）

を
発
表
し
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
は
竹
簡
が
完
成
し
た
後
に

竹
簡
上
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
竹
簡
の
素
材
で
あ
る
竹
筒

の
段
階
で
螺
旋
状
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
注
2
）
。

こ
れ
に
対
し
て
何
晋
氏
は
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
七
～
十
九

日
に
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
と
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
の

共
催
で
開
催
さ
れ
た
『
中
國
簡
帛
學
國
際
論
壇
二
〇
一
二
秦
簡
牘

研
究
』
の
会
議
論
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
「
浅
議
簡
冊
制

度
中
的
〝
序
連
〟
︱
以
出
土
戰
國
秦
漢
簡
爲
例
」
の
中
で
、
韓
巍

氏
の
見
解
が
北
京
簡
『
老
子
』
に
見
ら
れ
る
劃
線
の
状
況
を
よ
く

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
劃
線
が
認
め
ら
れ

る
他
の
資
料
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
北
京
簡
『
老
子
』
は
特
殊
な
事

例
で
あ
り
、
そ
の
見
解
は
支
持
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
韓
巍
氏
の
見
解
に
対
す
る
何
晋
氏
の
批
判

を
手
が
か
り
と
し
て
、
劃
線
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
得
る
べ
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く
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
と
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

（
貳
）』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
の
『
繫
年
』（
以
下
、

『
繫
年
』）
の
劃
線
と
を
中
心
に
検
討
す
る
。

一
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線

本
章
で
は
、
先
ず
韓
巍
氏
の
劃
線
に
対
す
る
見
解
を
確
認
し
て

お
く
。

前
述
の
通
り
韓
巍
氏
は
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
は
、
竹
簡

が
完
成
し
た
後
に
竹
簡
上
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
竹
簡
の

素
材
で
あ
る
竹
筒
の
段

階
で
螺
旋
状
に
記
さ
れ

た
と
す
る
。
こ
の
見
解

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
北
京
簡
『
老

子
』
の
竹
簡
の
中
に
、

二
本
の
概
ね
平
行
す
る

劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
劃
線
が

二
本
記
さ
れ
た
竹
簡

は
、
二
二
一
枚
の
中
に

一
九
枚
確
認
さ
れ
て
お
り
、
各
竹
簡
に
お
け
る
二
本
の
劃
線
の
位

置
は
す
べ
て
、
一
本
が
竹
簡
の
上
端
近
く
、
も
う
一
本
が
そ
の
下

方
の
、
竹
簡
の
中
央
部
近
く
で
あ
る
（
注
3
）
。

例
え
ば
、
北
京
簡
『
老
子
』
上
経
の
簡
１
～
簡
18
は
、
図
１
・

下
段
の
図
の
よ
う
に
、
簡
１
と
簡
18
と
に
二
本
の
劃
線
が
、
簡
２

～
17
に
一
本
の
劃
線
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
（
注
4
）
。
簡
１
の

上
方
の
劃
線
は
簡
２
～
17
の
劃
線
と
、
ま
た
簡
２
～
17
の
劃
線
は

簡
18
の
下
方
の
劃
線
と
、
い
ず
れ
も
よ
く
連
続
す
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
簡
18
の
上
方
の
劃
線
が
簡
１
の
上
方
の
劃

線
と
よ
く
連
続
し
、
同
時
に
簡
18
の
下
方
の
劃
線
が
簡
１
の
下
方

図
１　

北
大
簡
『
老
子
』
上
経
第
１
劃
線
の
竹
簡
群
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の
劃
線
と
も
よ
く
連
続
す
る
点
で
あ
る
。
韓
巍
氏
は
、
も
と
も
と

簡
１
か
ら
簡
18
の
一
八
枚
の
竹
簡
が
円
環
を
な
し
て
い
た
と
す
る

な
ら
ば
、
簡
18
・
簡
１
の
二
本
の
劃
線
が
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
連
続
す

る
こ
と
を
説
明
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
う
し
た
劃
線
の
状
況

か
ら
、
劃
線
は
竹
簡
の
素
材
で
あ
る
竹
筒
の
段
階
で
記
さ
れ
た
と

見
な
し
た
。
す
な
わ
ち
、
図
１
・
上
段
の
図
の
よ
う
に
、
劃
線
は

竹
筒
の
上
の
簡
18
の
竹
簡
上
端
の
と
こ
ろ
か
ら
、
螺
旋
状
に
下
降

す
る
形
で
一
周
し
て
記
さ
れ
、
引
き
続
き
簡
18
・
簡
１
の
竹
簡
中

央
部
近
く
ま
で
記
さ
れ
て
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
劃
線
が
記

さ
れ
た
後
に
竹
筒
が
裂
か
れ
て
一
八
枚
の
竹
簡
が
作
成
さ
れ
た
結

果
、
簡
１
・
簡
18
に
は
二
本
、
簡
２
～
17
に
は
一
本
の
劃
線
が
そ

れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
を
竹
簡
の
作
成
過
程
と
関
連
付
け
、

連
続
す
る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
ま
と
ま
り
（
以
下
、
竹

簡
群
）
は
円
環
を
な
し
、
も
と
も
と
一
つ
の
同
じ
竹
筒
で
あ
っ
た

と
す
る
韓
巍
氏
の
見
解
に
基
づ
き
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
１
及
び
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表

は
、
韓
巍
氏
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
表
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
が

「
劃
線
の
連
続
性
」
欄
を
追
加
し
て
作
成
し
た
。
各
竹
簡
群
の

「
劃
線
の
連
続
性
」
欄
に
は
、
劃
線
の
位
置
が
竹
簡
の
上
端
に
最

も
近
い
も
の
か
ら
順
に
、
劃
線
の
連
続
性
に
沿
っ
て
簡
号
を
示
し

た
。
劃
線
が
二
本
あ
る
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
波
線
の
下
線
が
付
し

て
あ
る
も
の
が
上
方
の
劃
線
、
二
重
線
の
下
線
を
付
し
て
あ
る
も

の
が
下
方
の
劃
線
を
指
す
。
ま
た
、
各
竹
簡
群
の
中
で
、
復
元
さ

れ
た
配
列
に
お
い
て
一
番
先
頭
に
位
置
す
る
竹
簡
は
、
簡
号
を
□

で
囲
っ
た
。
な
お
、
簡
号
が
連
続
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
中
間
部

分
を
一
部
省
略
し
た
。
ま
た
、
簡
84
と
簡
187
と
に
は
劃
線
が
認
め

ら
れ
な
い
が
、
韓
巍
氏
の
表
に
従
い
、「（　

）」
を
付
し
た
上
で

含
め
て
あ
る
。

北
京
簡
『
老
子
』
上
経
の
第
６
劃
線
及
び
下
経
の
第
３
劃
線
が

記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
群
の
中
に
は
、
二
本
の
劃
線
が
記
さ
れ
た
竹

簡
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
韓
巍
氏
は
そ
れ
ら
も
合
わ
せ
て
、
上

経
の
八
組
、
下
経
の
六
組
、
合
計
一
四
組
の
竹
簡
群
が
、
い
ず
れ

も
そ
れ
ぞ
れ
が
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て

い
る
。

な
お
、
各
竹
簡
群
の
中
で
、『
老
子
』
上
経
第
８
劃
線
の
竹
簡

群
の
み
は
、
竹
簡
数
が
六
枚
と
少
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
韓
巍

氏
は
、
同
じ
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
は
こ
の
六
枚
以
外
に
存

在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
他
の
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ

た
か
、
或
い
は
廃
棄
さ
れ
た
と
し
、
こ
の
竹
簡
群
の
み
は
、
同
一

の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
の
揃
っ
て
い
な
い
、
不
完
整
の
も

の
と
見
な
し
て
い
る
（
注
5
）
。

興
味
深
い
点
は
、
竹
簡
群
の
中
で
劃
線
の
位
置
が
最
も
竹
簡
上

端
に
近
く
、
従
っ
て
竹
筒
の
上
で
劃
線
の
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
見

（ 128 ）



表
１　

北
京
簡
『
老
子
』
上
経
の
劃
線
一
覧

表
２　

北
京
簡
『
老
子
』
下
経
の
劃
線
一
覧

『老子』上経

劃線 簡号 簡数 劃線の連続性

1   1－18 18 18-�1�-2-3-4-（中略）-15-16-17-18-1

2  19－34 16 34-�19�-20-21-22-（中略）-30-31-32-33-34

3  35－53 19 53-�35�-36-37-38-（中略）-50-51-52-53-35

4  54－70 17 69-70-�54�-55-56-（中略）-66-67-68-69-70

5  71－86 16 86-�71�-72-73-74-（中略）-83-（84）-85-86-71

6  87－100 14 100-�87�-88-89-90-（中略）-95-96-97-98-99

7 101－117 17 116-117-�101�-102-103-（中略）-112-113-114-115-116

8 118－123 6 �118�-119-120-121-122-123

『老子』下経

劃線 簡号 簡数 劃線の連続性

1 124－141 18 �124�-125-126-127-128-（中略）-138-139-140-141-124

2 142－157 16 157-�142�-143-144-145-（中略）-154-155-156-157-142

3 158－174 17 �158�-159-160-161-162-（中略）-170-171-172-173-174

4 175－188 14 188-�175�-176-177-178-（中略）-185-186-（187）-188-175

5 189－204 16 �189�-190-191-192-193-（中略）-202-203-204-189-190

6 205－221 17 221-�205�-206-207-208-（中略）-217-218-219-220-221

（ 129 ）



ら
れ
る
竹
簡
が
、
復
元
さ
れ
た
配
列
に
お
い
て
は
一
番
先
頭
に
位

置
す
る
と
は
限
ら
ず
、
二
番
目
も
し
く
は
三
番
目
に
位
置
す
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
（
注
6
）
。
例
え
ば
、
先
に
見
た
上
経
の

第
１
劃
線
の
竹
簡
群
の
場
合
、
竹
簡
群
の
中
で
劃
線
の
位
置
が
最

も
竹
簡
の
上
端
に
近
い
の
は
簡
18
で
あ
る
が
、
竹
簡
の
配
列
を
復

原
し
た
後
に
先
頭
に
位
置
す
る
の
は
簡
１
で
あ
り
、
簡
18
で
は
な

い
。
し
か
し
、
下
経
の
第
１
劃
線
の
場
合
は
、
竹
簡
群
の
中
で
劃

線
の
位
置
が
最
も
竹
簡
の
上
端
に
近
い
の
も
、
ま
た
竹
簡
の
配
列

を
復
原
し
た
後
に
先
頭
に
位
置
す
る
の
も
、
い
ず
れ
も
簡
124
で

あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
韓
巍
氏
は
、
円
筒
で
あ
る
竹
筒
の
ど
の
竹
簡

を
先
頭
と
す
る
の
か
は
完
全
に
任
意
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と

し
、「
製
簡
工
匠
」、
つ
ま
り
竹
簡
の
製
造
に
あ
た
っ
た
職
人
は
、

意
識
的
に
劃
線
の
位
置
が
竹
簡
の
上
端
に
近
い
も
の
か
ら
竹
簡
を

配
置
し
、
で
き
る
だ
け
劃
線
の
連
続
性
を
保
っ
て
い
る
と
見
な
し

て
い
る
。

次
章
で
は
、
こ
う
し
た
韓
巍
氏
の
見
解
に
対
し
て
批
判
的
で
あ

る
、
何
晋
氏
の
見
解
を
確
認
す
る
。

二
、
何
晋
氏
の
見
解

何
晋
氏
は
、
韓
巍
氏
の
見
解
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。這

一
推
論
雖
然
能
很
好
地
解
釋
漢
簡
《
老
子
》
背
劃
綫
的
現

象
，
但
我
對
此
持
懷
疑
態
度
，
因
爲
從
更
多
其
他
的
背
劃
綫

資
料
看
，
並
不
支
持
這
一
推
論
。
首
先
從
簡
數
上
看
，
漢
簡

《
老
子
》
一
組
完
整
的
背
劃
綫
劃
過
的
16
至
19
支
簡
也
許
能

正
好
湊
成
一
個
竹
筒
，
但
《
妄
稽
》
簡
每
組
背
劃
綫
卻
祗
劃

過
９
支
左
右
，
而
《
老
子
》
簡
與
《
妄
稽
》
簡
的
簡
寬
是
一

様
的
，
所
以
《
妄
稽
》
簡
每
組
９
支
只
能
組
成
半
個
竹
筒
；

此
外
清
華
戰
國
簡
（
貳
）
中
一
組
背
劃
綫
是
25
支
簡
左
右
，

而
嶽
麓
秦
簡
（
壹
）
中
《
三
十
四
年
質
日
》、《
三
十
五
年
質

日
》
中
的
一
組
背
劃
綫
有
多
達
33
、
35
支
的
，
它
們
則
不
可

能
由
一
個
竹
筒
製
成
。
其
次
從
竹
節
位
置
看
，
清
華
戰
國
簡

（
壹
）
中
《
耆
夜
》
篇
簡
一
○
與
一
一
、
一
二
的
竹
節
位
置

完
全
不
同
，
但
三
簡
的
背
劃
綫
卻
能
連
貫
一
致
，
這
說
明
背

劃
綫
不
是
在
同
一
個
竹
筒
上
完
成
的
，
而
是
在
破
筒
製
簡
後

將
許
多
簡
排
鋪
在
平
面
上
刻
劃
的
。
另
外
，
一
些
木
簡
也
發

現
有
背
劃
綫
，
這
就
更
與
螺
旋
劃
簡
的
方
式
無
關
了
。
如
果

我
們
不
承
認
背
劃
錢
在
製
作
方
式
上
具
有
普
遍
性
和
軌
范

性
，
那
麽
也
可
以
把
上
述
方
式
視
爲
《
老
子
》
背
劃
綫
製
作

的
特
殊
方
式
。
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す
な
わ
ち
、
何
晋
氏
は
、
韓
巍
氏
の
見
解
が
北
京
簡
『
老
子
』

に
見
ら
れ
る
劃
線
の
状
況
を
よ
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
め
つ
つ
も
、
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
他
の
多
く
の
資
料
か
ら
見
る

な
ら
ば
、
北
京
簡
『
老
子
』
は
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
韓
巍
氏
の

見
解
は
支
持
で
き
な
い
と
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
竹
簡
数
の
問
題
で
あ
る
。
北
京
簡

『
老
子
』
の
各
竹
簡
群
に
属
す
る
竹
簡
が
一
六
～
一
九
枚
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
同
じ
北
京
簡
の
『
妄
稽
』
は
各
竹
簡
の
簡
幅
が
北

京
簡
『
老
子
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す

る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
群
に
含
ま
れ
る
竹
簡
が
わ
ず
か
九

枚
前
後
し
か
な
い
と
何
晋
氏
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
清
華
簡
の

『
繫
年
』
に
お
い
て
は
、
一
本
の
劃
線
が
竹
簡
二
五
枚
前
後
に
ま

た
が
っ
て
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
二
〇
〇
七
年
に

湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
収
蔵
し
、『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』

（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
竹

簡
資
料
（
以
下
、
嶽
麓
秦
簡
）
中
の
『
三
十
四
年
質
日
』・『
三
十

五
年
質
日
』
に
お
い
て
は
、
一
本
の
劃
線
が
竹
簡
三
三
・
三
五
枚

に
ま
た
が
っ
て
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
一
つ
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
群
で
あ
る
と
見

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。

第
二
に
、
竹
節
の
位
置
と
劃
線
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
何

晋
氏
は
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）』（
中
西
書
局
、
二
〇

一
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
清
華
簡
『
耆
夜
』
の
簡
10
・
11
・

12
の
三
簡
に
お
い
て
、
連
続
す
る
劃
線
が
、
竹
節
の
痕
跡
の
位
置

が
異
な
る
竹
簡
の
上
に
ま
た
が
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ

の
こ
と
は
、
劃
線
が
竹
筒
の
上
で
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
竹

筒
が
裂
か
れ
て
竹
簡
が
作
成
さ
れ
た
後
に
、
竹
簡
が
平
ら
に
並
べ

ら
れ
た
上
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
主
張

す
る
。

な
お
、
こ
の
清
華
簡
『
耆
夜
』
の
劃
線
に
関
し
て
は
、
何
晋
氏

は
下
記
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。

其
中
簡
一
〇
沒
有
明
顯
的
背
劃
綫
，
但
有
與
簡
一
一
、
一
二

背
劃
綫
斜
度
、
方
向
一
様
的
整
齊
斷
口
，
我
認
為
這
個
斷
口

就
是
背
劃
綫
劃
過
的
地
方
。

す
な
わ
ち
、
実
は
清
華
簡
『
耆
夜
』
簡
10
に
お
い
て
は
、
は
っ

き
り
と
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
簡
10
に
起
き
て
い

る
断
裂
の
向
き
が
簡
11
・
12
の
劃
線
の
向
き
と
概
ね
一
致
し
て
お

り
、
ち
ょ
う
ど
簡
11
・
12
の
劃
線
の
延
長
線
上
で
断
裂
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
何
晋
氏
は
、
簡
10
の
断
裂
は
、
劃
線

の
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
、
劃
線
に
沿
う
形
で
起
き
た
と
見
な
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
何
晋
氏
は
、
木
簡
に
も
劃
線
が
存
在
す
る
も
の
が
あ
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る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た
木
簡
の
劃
線
は
、
当
然
螺
旋
状
に

記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

以
上
、
何
晋
氏
に
よ
る
、
韓
巍
氏
の
見
解
に
対
す
る
批
判
の
内

容
を
確
認
し
た
。

北
京
簡
『
老
子
』
の
竹
簡
背
面
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
整
理
者

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
図
の
み
公
開
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
写

真
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
北
京
簡
『
老

子
』
の
劃
線
の
状
況
が
前
章
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
背
面
に
二
本
の
劃
線
が
あ
る
竹
簡
を
手
が
か
り
と
し
て
、
劃

線
は
竹
簡
が
形
成
さ
れ
る
前
の
竹
筒
の
段
階
で
螺
旋
状
に
記
さ
れ

て
い
た
と
す
る
韓
巍
氏
の
見
解
は
、
極
め
て
蓋
然
性
が
高
い
と
筆

者
は
考
え
る
。

そ
れ
で
は
、
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
他
の
資
料
と
合
わ
せ
て
考
え

る
な
ら
ば
、
何
晋
氏
が
言
う
よ
う
に
、
や
は
り
北
京
簡
『
老
子
』

は
特
殊
な
事
例
と
見
な
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
見
で
は
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
は
、『
繫
年
』
の
劃
線

と
の
間
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
、『
繫
年
』
の
劃
線
も
や
は
り
竹

筒
の
段
階
で
螺
旋
状
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
次
章
で
は
、『
繫
年
』
の
劃
線
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

 
三
、『
繫
年
』
の
劃
線

『
繫
年
』
の
劃
線
に
つ
い
て
は
、
既
に
李
均
明
・
趙
桂
芳
両
氏

の
論
文
「
清
華
簡
文
本
復
原
︱
以
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
》
第

一
、
第
二
輯
爲
例
」（『
出
土
文
献
』
第
三
輯
、
二
〇
一
二
年
）

が
、
以
下
の
七
本
の
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
１　

簡
1
～
簡
22
（
第
１
章
～
第
４
章
）

第
２　

簡
23
～
簡
44
（
第
５
章
～
第
７
章
）

第
３　

簡
45
～
簡
70
（
第
８
章
～
第
14
章
の
一
部
）

第
４　

簡
71
～
簡
95
（
第
14
章
の
一
部
～
第
17
章
）

第
５�　

簡
96
～
簡
120
（
第
18
章
の
大
部
分
～
第
22
章
の
始
め

の
二
簡
）

第
６　

簡
121
～
簡
134
（
第
22
章
の
大
部
分
～
第
23
章
）

第
７　

簡
135
～
簡
138
（
第
23
章
の
終
わ
り
の
四
簡
）

し
か
し
、
前
出
の
何
晋
氏
の
論
文
「
浅
議
簡
冊
制
度
中
的
〝
序

連
〟
︱
以
出
土
戰
國
秦
漢
簡
爲
例
」
に
お
い
て
は
、『
繫
年
』
の

劃
線
が
以
下
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

第
１　

簡
１
～
簡
25

第
２　

簡
26
～
簡
44

第
３　

簡
45
～
簡
69

第
４　

簡
70
～
簡
95
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第
５　

簡
96
～
簡
120

第
６　

簡
121
～
簡
134

第
７　

簡
135
～
簡
138

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
貳
）』
所
収
の
写
真
を
検
討
し
た
結

果
、
筆
者
は
、
李
均
明
・
趙
桂
芳
両
氏
の
見
解
に
は
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
何
晋
氏
に
よ
る
劃
線
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
賛
同
で
き
る
も
の
の
、
や
は
り
一
部
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
る
。

李
均
明
・
趙
桂
芳
両
氏
は
、
そ
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
図
か

ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、『
繫
年
』
の
或
る
一
枚
の
竹
簡
上
に
記
さ

れ
て
い
る
劃
線
を
す
べ
て
一
本
だ
け
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
点
が

特
に
問
題
で
あ
る
（
注
7
）
。
確
か
に
『
繫
年
』
の
竹
簡
は
、
背
面
に

劃
線
が
一
本
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る

が
、
中
に
は
そ
の
背
面
に
劃
線
が
二
本
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
も
存

在
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
何
晋
氏
は
、
簡
45
・
簡
96
・
簡
97
の
三
枚
に

は
二
本
の
劃
線
が
存
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
繫

年
』
に
お
い
て
二
本
の
劃
線
が
存
在
し
て
い
る
竹
簡
は
こ
の
三
枚

に
止
ま
ら
ず
、
簡
１
・
45
・
70
・
71
・
96
・
97
の
合
計
六
枚
と
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。

基
本
的
に
『
繫
年
』
に
お
い
て
は
、
何
晋
氏
の
指
摘
す
る
七
本

の
劃
線
が
よ
く
連
続
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
劃
線

の
連
続
性
に
つ
い
て
細
か
く
見
る
な
ら
ば
、
下
記
の
点
が
注
目
さ

れ
る
。

先
ず
、『
繫
年
』
簡
63
・
64
に
は
劃
線
が
確
認
で
き
な
い
。
但

し
、
両
簡
に
は
竹
簡
の
残
欠
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
前
後
の
竹

簡
の
劃
線
か
ら
見
て
、
両
簡
の
残
欠
し
た
部
分
に
劃
線
が
記
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
繫
年
』
の
簡
8
・
簡
60
に
も
劃
線
が
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
貳
）』
の
写
真
を
見
る
限

り
、
両
簡
は
他
の
竹
簡
と
比
較
し
て
変
形
や
変
色
が
激
し
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
両
簡
の
竹
簡
正
面

の
写
真
に
赤
外
線
写
真
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
両
簡
の
変
形

が
激
し
か
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ

な
い
が
、
両
簡
に
劃
線
が
確
認
で
き
な
い
の
は
、
竹
簡
の
変
形
の

た
め
で
あ
り
、
劃
線
自
体
は
も
と
も
と
存
在
し
た
可
能
性
も
十
分

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
繫
年
』
簡
８
に
つ
い
て
何
晋
氏
は
、
竹
簡
背
面
の
竹

節
の
痕
跡
の
位
置
が
前
後
の
竹
簡
と
異
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に

後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
簡
８

の
変
形
、
特
に
簡
長
の
縮
小
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
竹
節
の

位
置
は
前
後
の
竹
簡
と
同
じ
と
見
な
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
簡
44
の
劃
線
は
、
簡
26
～
簡
43
に
認
め
ら
れ
る
第
２
劃

線
と
も
、
ま
た
簡
45
～
簡
69
に
認
め
ら
れ
る
第
３
劃
線
と
も
連
続
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し
て
い
な
い
。
劃
線
は
こ
の
部
分
で
大
き
く
ず
れ
る
形
に
な
っ
て

お
り
、『
繫
年
』
に
お
い
て
劃
線
の
連
続
性
を
欠
く
例
外
的
な
部

分
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
部
分
で
劃
線
の
連
続
性
が
欠
け
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

は
、
今
後
更
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
可
能
性
と
し

て
は
、
書
写
や
編
聯
の
段
階
で
誤
写
や
竹
簡
の
破
損
が
起
こ
り
、

別
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
が
用
い
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
注
8
）
。

但
し
、
後
述
す
る
竹
節
の
痕
跡
の
位
置
か
ら
見
る
と
、
簡
44
は

簡
26
～
43
と
そ
の
位
置
・
数
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
別
の
竹
筒
か

ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
簡
44
の

劃
線
の
位
置
は
、
写
真
を
見
る
限
り
で
は
、
簡
37
と
簡
38
と
の
間

あ
た
り
に
位
置
す
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
書
写
や
編
聯
の
段
階
で
順
番
を
誤
っ
た
と
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う
（
注
9
）
。

加
え
て
、『
繫
年
』
の
簡
135
に
つ
い
て
、『
繫
年
』
の
末
尾
の
部

分
に
あ
た
る
簡
135
か
ら
簡
138
ま
で
の
四
簡
は
、『
老
子
』
上
経
第

８
劃
線
の
竹
簡
群
と
同
様
、
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡

が
揃
っ
て
は
い
な
い
不
完
整
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

の
簡
135
に
は
、
竹
簡
の
上
端
か
ら
簡
長
の
約
五
分
の
一
程
度
下
方

に
劃
線
が
一
本
存
在
し
て
い
る
。
何
晋
氏
は
、
簡
135
の
こ
の
劃
線

が
前
後
に
位
置
す
る
簡
134
・
簡
136
の
劃
線
と
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
な

い
こ
と
か
ら
、
簡
44
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
も
劃
線
に
大

き
な
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
写
真
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
竹
簡
は
、
竹
簡

上
端
か
ら
第
１
編
綫
ま
で
の
部
分
が
残
欠
し
て
い
る
。
こ
の
簡
135

の
残
欠
に
つ
い
て
何
晋
氏
は
、
氏
が
論
文
中
に
示
す
竹
簡
と
劃
線

の
図
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
。
簡

136
以
降
の
竹
簡
背
面
の
劃
線
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
簡

135
に
は
も
と
も
と
、
簡
136
以
降
の
竹
簡
背
面
の
劃
線
と
連
続
す
る

劃
線
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
簡
135
は
劃
線
が
二
本
記
さ
れ
て
い
た
竹
簡
の
一
つ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
繫
年
』
に
お
い
て
は
、
簡
44
に
関
し
て
だ

け
例
外
的
に
劃
線
の
連
続
性
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他

の
部
分
に
つ
い
て
は
各
劃
線
の
連
続
性
は
保
た
れ
て
お
り
、
そ
の

七
本
の
劃
線
は
全
体
と
し
て
非
常
に
よ
く
連
続
し
て
い
る
も
の
と

見
な
し
て
よ
い
。

続
い
て
、
二
本
の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
な
お
、
前
述
の
通
り
簡
135
も
劃
線
が
二
本
記
さ
れ
て
い
た

竹
簡
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、『
繫
年
』
簡
135
か
ら

簡
138
ま
で
の
四
簡
は
文
献
の
末
尾
に
位
置
し
、
不
完
整
で
あ
る

竹
簡
群
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
外

す
る
。
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『
繫
年
』
簡
１
・
45
・
70
・
71
・
96
・
97
に
お
け
る
二
本
の
劃

線
は
、
そ
の
内
の
一
本
は
竹
簡
の
上
端
近
く
に
位
置
し
、
も
う
一

本
の
劃
線
は
そ
の
下
方
、
竹
簡
の
中
央
部
近
く
に
位
置
し
て
い

る
。
従
っ
て
、『
繫
年
』
と
北
京
簡
『
老
子
』
と
は
、
一
部
の
竹

簡
に
劃
線
が
二
本
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
加
え
て
、
そ
の
二

本
の
劃
線
の
竹
簡
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
上
方
の
も
の
は
竹
簡
の

上
端
近
く
、
下
方
の
も
の
は
竹
簡
の
中
央
部
近
く
で
あ
る
と
い
う

点
で
も
よ
く
共
通
し
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
韓
巍
氏
の
見
解
は
『
繫
年
』
の
劃
線
に
つ

い
て
も
適
合
し
、『
繫
年
』
の
竹
簡
背
面
に
あ
る
劃
線
も
北
京
簡

『
老
子
』
の
劃
線
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
簡
が
形
成
さ
れ
る

前
に
竹
筒
の
段
階
で
螺
旋
状
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
繫
年
』

に
お
い
て
連
続
す
る
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
韓
巍
氏
の
論
文
の
注
［
六
］
に

お
い
て
も
、「
據
清
華
大
學
出
土
文
獻
保
護
與
研
究
中
心
沈
建
華

先
生
介
紹
，
清
華
簡
《
繫
年
》
的
簡
背
劃
痕
應
該
是
刻
劃
在
竹
筒

上
的
（
孫
沛
陽
在
與
筆
者
交
流
時
也
提
出
同
樣
地
意
見
）」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
同
注
［
一
〇
］
に
お
い
て
も
、「
清
華
簡

《
繫
年
》
的
劃
痕
很
可
能
也
是
先
刻
劃
在
竹
筒
上
的
」
と
の
孫
沛

陽
氏
の
見
解
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
繫
年
』
の
劃
線

に
関
す
る
具
体
的
な
状
況
等
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

前
述
し
た
『
繫
年
』
の
七
本
の
劃
線
の
状
況
を
、
北
京
簡
『
老

子
』
を
検
討
し
た
際
に
作
成
し
た
も
の
と
同
様
の
表
に
ま
と
め
た

の
が
、
表
３
で
あ
る
。
な
お
、
上
述
の
簡
44
、
及
び
簡
８
・
簡

60
、
簡
135
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「（　

）」
を
付
し
て
表
に
含

め
て
あ
る
。

『
繫
年
』
の
中
の
、
劃
線
が
二
本
存
在
し
て
い
る
簡
１
・
45
・

70
・
71
・
96
・
97
の
六
枚
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
劃
線
の
連
続

性
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
先
ず
簡
１
に
つ
い
て
、
そ
の
上
方
の
劃

線
は
簡
２
以
下
の
劃
線
と
よ
く
連
続
し
て
お
り
、
ま
た
簡
25
の
劃

線
と
簡
１
の
下
方
の
劃
線
と
も
よ
く
連
続
す
る
。
簡
25
の
劃
線
と

簡
26
の
劃
線
と
は
、
位
置
が
大
き
く
ず
れ
て
お
り
、
連
続
す
る
と

見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

簡
45
に
つ
い
て
、
簡
45
の
上
方
の
劃
線
は
簡
46
以
下
の
劃
線
と

よ
く
連
続
し
て
お
り
、
ま
た
簡
69
の
劃
線
と
簡
45
の
下
方
の
劃
線

と
も
や
は
り
よ
く
連
続
す
る
。
な
お
、
簡
45
の
下
方
の
劃
線
は
、

簡
44
と
は
位
置
が
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
連
続
す
る
と
は
見
な
し

が
た
い
。

簡
70
・
簡
71
に
つ
い
て
、
簡
70
・
簡
71
の
上
方
の
劃
線
と
下
方

の
劃
線
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
連
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
簡

70
・
簡
71
の
上
方
の
劃
線
は
簡
72
以
下
の
劃
線
と
も
よ
く
連
続
し

て
い
る
。
更
に
簡
95
の
劃
線
と
簡
70
・
簡
71
の
下
方
の
劃
線
と
が
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や
は
り
よ
く
連
続
す
る
。
な
お
、
簡
95
の
劃
線
は
、
簡
96
の
劃
線

と
は
位
置
が
ず
れ
て
お
り
、連
続
す
る
も
の
と
は
見
な
し
が
た
い
。

簡
96
・
簡
97
に
つ
い
て
、
簡
96
・
簡
97
の
上
方
の
劃
線
と
下
方

の
劃
線
は
よ
く
連
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
簡
120
の
劃
線
と

簡
96
・
簡
97
の
下
方
の
劃
線
も
や
は
り
よ
く
連
続
す
る
。
な
お
、

簡
120
の
劃
線
は
、
簡
121
の
劃
線
と
は
位
置
が
ず
れ
て
お
り
、
連
続

す
る
も
の
と
は
見
な
し
が
た
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る

簡
１
・
45
・
70
・
71
・
96
・
97
は
、
よ
く
連
続
す
る
劃
線
の
記
さ

れ
て
い
る
各
竹
簡
群
が
も
と
も
と
円
環
を
な
し
、
各
竹
簡
群
は
や

は
り
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
各
劃
線
は
竹
簡
の
形
成
さ
れ
る
前
に
、
竹
筒
の
段
階
で
螺
旋

状
に
記
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
２
・
６
・

７
の
各
劃
線
の
竹
簡
群
に
つ
い
て
は
、
一
枚
の
竹
簡
上
に
二
本
の

劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
竹
簡

群
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
も
お
そ
ら
く
、
そ
れ

ぞ
れ
も
と
も
と
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
ら
れ
た
竹
簡
群
と
見
て
よ
い

と
推
測
さ
れ
る
。

『
繫
年
』
に
お
い
て
連
続
す
る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
群

が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
傍
証
す
る
と
見
ら
れ
る
の
が
、
各
竹
簡
群
の
中
の
竹
簡
は
、
竹

簡
背
面
の
竹
節
の
痕
跡
の
数
及
び
位
置
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る

表
３　
『
繫
年
』
の
劃
線
一
覧

『繫年』

劃線 簡号 簡数 劃線の連続性

1   1－15 25 �1�-2-3-4-5-（中略）-22-23-24-25-1

2  26－44 18 �26�-27-28-29-30-（中略）-40-41-42-43-(44）

3  45－69 25 �45�-46-47-48-49-（中略）-66-67-68-69-45

4  70－95 26 �70�-71-72-73-74-（中略）-93-94-95-70-71

5  96－120 25 �96�-97-98-99-100-（中略）-118-119-120-96-97

6 121－134 14 �121�-122-123-124-125-（中略）-130-131-132-133-134

7 135－138 4 （�135�）-136-137-138
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と
い
う
点
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
清
華
簡
の
竹
簡
背
面
に
は
、

竹
節
を
削
り
取
っ
た
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。『
繫
年
』

の
場
合
、
ど
の
竹
簡
も
竹
節
の
痕
跡
は
一
箇
所
だ
が
、
そ
の
位
置

の
違
い
か
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
る
竹
簡
は
六
種
類
に
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、『
繫
年
』
に
お
い
て
劃
線
が
連
続
し
て
記

さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
簡
群
に
は
、
竹
節
の
痕
跡
か
ら
見
て

同
じ
種
類
の
竹
簡
の
み
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
竹
節
の
痕
跡
か
ら

見
て
異
な
る
種
類
の
竹
簡
と
の
混
在
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
く
連
続
す
る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る

各
竹
簡
群
が
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、『
繫
年
』
に
お
い
て
、
第
１
劃
線
の
竹
簡
群
と
第

２
劃
線
の
竹
簡
群
と
は
、
各
竹
簡
の
竹
節
の
位
置
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
竹
節
の
位
置
や
数
が
同
一
で

あ
る
竹
簡
の
す
べ
て
が
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
竹
節
の
位
置
及
び
数
か
ら
見
た
竹

簡
の
種
類
の
分
類
と
、
劃
線
の
連
続
性
と
の
間
に
、
か
な
り
緊
密

な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
『
繫

年
』
の
連
続
し
た
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
が
、
同
一
の

竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
異
な
る
竹
筒
か
ら
作
成

さ
れ
た
竹
簡
の
混
在
し
て
い
る
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
先
述
の

一
枚
の
竹
簡
上
に
二
本
の
罫
線
が
記
さ
れ
て
い
る
現
象
に
つ
い

て
、
何
故
そ
う
し
た
現
象
が
生
じ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

新
た
に
別
の
整
合
的
な
説
明
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

『
繫
年
』
に
お
い
て
は
、
劃
線
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
各

竹
簡
群
に
、
竹
節
の
痕
跡
の
位
置
の
異
な
る
種
類
の
竹
簡
の
混
在

が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
し
て
清
華
簡
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
劃
線
が
竹
節
の
位
置
か
ら
見
て
異
な
る
種
類
竹
簡
を
ま
た
ぐ
形

で
連
続
す
る
と
い
う
現
象
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、

『
繫
年
』
の
七
つ
の
竹
簡
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
竹
筒
か
ら
作

成
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
『
繫
年
』
の
劃
線
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

『
繫
年
』
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
七
本
の
劃
線
も
、
北
京
簡
『
老

子
』
と
同
様
に
、
竹
簡
が
形
成
さ
れ
る
前
の
竹
筒
の
段
階
で
螺
旋

状
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

な
お
、
北
京
簡
『
老
子
』
と
『
繫
年
』
と
で
は
、
各
劃
線
が
記

さ
れ
て
い
る
竹
簡
群
の
中
で
、
劃
線
の
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
見
ら

れ
る
竹
簡
と
、
復
元
さ
れ
た
配
列
に
お
い
て
先
頭
に
位
置
す
る
竹

簡
と
が
、
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
違
い
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
通
り
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
場
合
は
、

劃
線
の
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
見
ら
れ
る
竹
簡
が
、
復
元
さ
れ
た
配

列
で
は
先
頭
に
位
置
し
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
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し
『
繫
年
』
の
場
合
は
、
劃
線
の
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
み
ら
れ
る

竹
簡
が
、
い
ず
れ
も
復
元
さ
れ
た
配
列
に
お
い
て
先
頭
に
位
置
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
両
文
献
の
違
い
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
が
、
そ
も
そ
も
竹
簡
正
面
の

文
字
列
と
竹
簡
背
面
の
各
劃
線
群
と
は
、
対
応
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
（
注
10
）
。
書
写
や
編
聯
の
段
階
に
お
い
て
竹
簡
を
配
列
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
群
の
中

で
、
お
お
よ
そ
劃
線
の
位
置
が
竹
簡
の
上
端
に
近
い
も
の
か
ら
順

に
用
い
ら
れ
た
が
、
必
ず
劃
線
の
開
始
部
分
の
竹
簡
を
先
頭
に
配

列
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

次
章
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
何
晋
氏
に
よ

る
批
判
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四
、
連
続
す
る
劃
線
の
一
方
式

先
述
の
通
り
、
何
晋
氏
は
韓
巍
氏
の
見
解
が
北
京
簡
『
老
子
』

に
見
ら
れ
る
劃
線
の
状
況
を
よ
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
一
方
で
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
の
状
況
を
特
殊
な
事

例
と
し
た
。
し
か
し
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
劃
線
の
状
況
と
『
繫

年
』
の
劃
線
の
状
況
が
よ
く
類
似
し
、
両
文
献
に
お
い
て
連
続
す

る
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
は
、
い
ず
れ
も
同
一
の
竹
筒

か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
京
簡
『
老

子
』
は
特
殊
な
事
例
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

両
文
献
の
他
に
も
、
実
は
清
華
簡
『
金
縢
』
に
お
い
て
、
背
面

に
二
本
の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の

清
華
簡
『
金
縢
』
の
一
四
枚
の
竹
簡
も
、
北
京
簡
『
老
子
』・『
繫

年
』
の
連
続
す
る
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
と
同
様
に
、

同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

す
な
わ
ち
、
図
２
に
示
す
通
り
、『
金
縢
』
簡
１
～
３
に
は
、

竹
簡
の
上
端
近
く
と
そ
の
下
方
と
の
二
カ
所
に
劃
線
が
あ
る
。
簡

図
２　

清
華
簡
『
金
縢
』
の
劃
線
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１
～
３
の
上
方
の
劃
線
は
、
そ
の
後
の
簡
４
～
簡
14
の
劃
線
と

概
ね
よ
く
連
続
し
て
い
る
。
し
か
も
簡
４
～
簡
14
の
劃
線
は
、
簡

１
～
３
の
下
方
の
劃
線
と
概
ね
そ
の
角
度
が
等
し
く
、
全
体
と
し

て
連
続
す
る
と
見
な
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
竹

簡
背
面
の
竹
節
を
削
り
取
っ
た
痕
跡
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
一

四
枚
の
竹
簡
は
す
べ
て
、
竹
節
の
痕
跡
の
位
置
及
び
数
が
同
じ
で

あ
る
。

も
っ
と
も
、
簡
14
の
劃
線
と
簡
１
の
下
方
の
劃
線
と
は
若
干
ず

れ
て
お
り
、
こ
の
竹
簡
群
が
円
環
を
な
す
と
す
れ
ば
、
簡
14
と
簡

１
と
の
間
に
二
枚
程
度
の
竹
簡
が
入
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
金
縢
』
の
竹
簡
群
は
、『
繫
年
』
末
尾
の

第
７
劃
線
の
竹
簡
群
や
北
京
簡
『
老
子
』
上
経
末
尾
の
第
８
劃
線

の
竹
簡
群
と
同
様
に
、
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
が

揃
っ
て
い
な
い
不
完
整
の
も
の
で
あ
り
、
不
足
す
る
と
見
ら
れ
る

二
枚
程
度
の
竹
簡
は
廃
棄
さ
れ
た
か
、
他
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
京
簡
『
老
子
』・
清
華
簡
『
繫
年
』
及
び

同
『
金
縢
』
は
、
よ
く
連
続
す
る
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
竹
簡
群
の

中
に
、
劃
線
が
二
本
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
を
含
ん
で
い
る
点
で
共

通
性
が
認
め
ら
れ
、
連
続
す
る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
群

は
、
い
ず
れ
も
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
（
注
11
）
。

も
と
よ
り
、
本
稿
執
筆
時
点
で
公
開
済
み
の
清
華
簡
の
中
に

は
、『
保
訓
』
や
『
祭
公
』、『
苪
良
夫
毖
』
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど

竹
簡
の
劃
線
が
認
め
ら
れ
な
い
文
献
も
あ
り
、
ま
た
一
部
の
竹
簡

に
し
か
劃
線
が
な
い
文
献
も
あ
る
こ
と
か
ら
、北
京
簡
『
老
子
』・

清
華
簡
『
繫
年
』・
同
『
金
縢
』
の
よ
う
な
形
で
よ
く
連
続
す
る

劃
線
を
有
す
る
文
献
は
、
竹
簡
資
料
の
中
で
一
部
を
占
め
る
に
過

ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
竹
簡
資
料
全
体
と
し
て
見
る
な
ら

ば
、
劃
線
の
記
さ
れ
方
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
す
べ
て
の
劃
線
が
ど
れ
も
同
じ
方
式
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

と
理
解
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
12
）
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
戦
国
期
の
竹
簡
の
形
制

が
統
一
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
て

も
、
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
竹

簡
の
簡
長
を
見
て
も
、
戦
国
期
の
竹
簡
の
簡
長
が
一
律
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
竹
簡
の
形

制
の
多
様
性
は
、
竹
簡
の
製
作
者
の
違
い
・
地
域
的
な
違
い
・
時

期
的
な
違
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
劃
線
に
関
し
て
も
、
竹
簡
の
形
制
の
多
様
性
と
同

様
に
、
竹
簡
の
製
作
者
の
違
い
・
地
域
的
な
違
い
・
時
期
的
な
違

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
多
様
な
あ
り
方
を
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
北
京
簡
『
老
子
』・
清
華
簡
『
繫
年
』・
同
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『
金
縢
』
の
三
文
献
に
お
い
て
、
竹
筒
の
段
階
で
劃
線
が
螺
旋
状

に
記
さ
れ
る
と
い
う
、
よ
く
連
続
す
る
劃
線
を
記
す
一
つ
の
方
式

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
劃
線
の
全
容
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
筆
者
は
考
え
る
。

も
と
よ
り
、
北
京
簡
『
老
子
』
と
『
繫
年
』
と
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
連
続
す
る
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
に
含
ま
れ
る
竹

簡
の
枚
数
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ

た
竹
簡
す
べ
て
揃
っ
て
い
な
い
不
完
整
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
北

京
簡
『
老
子
』
上
経
第
６
劃
線
、
及
び
『
繫
年
』
第
７
劃
線
の
両

竹
簡
群
を
除
く
と
、
北
京
簡
『
老
子
』
の
各
竹
簡
群
に
含
ま
れ
る

竹
簡
は
一
四
～
一
九
枚
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
繫
年
』
の
各
竹

簡
群
は
一
四
～
二
六
枚
で
あ
り
、『
繫
年
』
の
方
が
や
や
簡
数
が

多
く
、
ま
た
簡
数
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
ち
な
み
に
、『
金
縢
』

に
お
い
て
連
続
す
る
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
枚
数
は
一
四

枚
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
何
晋
氏
は
こ
う
し
た
両
者
の
竹
簡
の
枚
数
の
違

い
を
か
な
り
重
大
に
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
竹
簡

の
枚
数
の
相
違
は
さ
ほ
ど
不
自
然
な
も
の
で
は
な
く
、
竹
簡
の
作

成
に
用
い
ら
れ
る
竹
筒
の
大
き
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
得
る
程

度
の
差
と
推
測
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
仮
に
『
繫
年
』
や
『
金
縢
』

の
連
続
し
た
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
の
中
に
、
異
な
る

竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
が
混
在
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

北
京
簡
『
老
子
』
を
含
め
た
三
つ
の
文
献
に
お
い
て
、
連
続
し
た

劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
一
部
に
、
一
枚
の
竹
簡
上
に
二
本

の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の

劃
線
二
本
の
劃
線
が
他
の
竹
簡
の
劃
線
と
よ
く
連
続
す
る
と
い
う

現
象
に
つ
い
て
、
新
た
に
別
の
説
明
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。

ま
た
何
晋
氏
は
、
連
続
し
た
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
枚

数
に
関
し
て
、
北
京
簡
『
妄
稽
』
の
連
続
す
る
劃
線
が
記
さ
れ
て

い
る
竹
簡
群
の
枚
数
が
九
枚
前
後
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
『
妄
稽
』
は
そ
の
竹
簡
の
写
真
等
が
未
公

開
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
晋
氏
が
「
毎
組
背

劃
線
互
不
重
合
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
妄
稽
』

に
お
い
て
は
一
枚
の
竹
簡
上
に
二
本
の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
現

象
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
推
測
に
止
ま
る

が
、『
妄
稽
』
の
連
続
す
る
劃
線
の
記
さ
れ
て
い
る
各
竹
簡
群
は
、

北
京
簡
『
老
子
』
上
経
第
６
劃
線
、
及
び
『
繫
年
』
第
７
劃
線
の

両
竹
簡
群
（
そ
れ
ぞ
れ
竹
簡
数
は
六
枚
・
四
枚
）
と
同
様
の
、
同

一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
竹
簡
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
な
い
不
完

整
の
竹
簡
群
で
あ
る
可
能
性
が
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
北
京
簡
『
老
子
』・『
繫
年
』・
同
『
金
縢
』

の
三
文
献
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
方
式
の
、
一
種
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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何
晋
氏
は
ま
た
、
嶽
麓
秦
簡
中
の
『
三
十
四
年
質
日
』・『
三
十

五
年
質
日
』
に
お
い
て
、
一
本
の
劃
線
が
竹
簡
三
三
・
三
五
枚
に

も
及
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
嶽
麓
秦
簡

『
三
十
四
年
質
日
』・『
三
十
五
年
質
日
』
等
の
劃
線
と
北
京
簡

『
老
子
』・
清
華
簡
『
繫
年
』・
同
『
金
縢
』
の
劃
線
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
今
後
更
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時

点
で
は
、
両
者
の
劃
線
と
は
、
連
続
す
る
劃
線
を
記
す
方
式
が
異

な
る
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
（
注
13
）
。

な
お
、
何
晋
氏
は
ま
た
、
清
華
簡
『
耆
夜
』
の
中
で
は
、
竹
節
の

位
置
が
異
な
っ
て
い
る
簡
10
・
11
・
12
の
三
簡
の
上
に
、
劃
線
が

ま
た
が
っ
て
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
た
と
し
、
こ
の
こ
と
は
、
竹

筒
が
裂
か
れ
て
竹
簡
が
作
成
さ
れ
た
後
、
多
数
の
竹
簡
が
平
ら
に

並
べ
ら
れ
た
上
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
劃
線
が
竹
筒
の
上
で

記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
清
華
簡
『
耆
夜
』
の
事
例
に
つ
い
て
の

何
晋
氏
の
理
解
に
問
題
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

何
晋
氏
は
、
簡
10
の
竹
簡
の
断
裂
が
、
劃
線
に
沿
う
形
で
起
き
て

い
る
と
見
な
し
て
い
る
が
、
簡
11
の
竹
簡
の
断
裂
が
起
き
て
い
る

箇
所
は
、
実
は
簡
11
の
劃
線
と
ず
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
簡

10
の
竹
簡
の
断
裂
は
劃
線
に
沿
う
形
で
は
な
か
っ
た
と
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
第
１
～
第
３
分
冊
の
写
真
を
見

る
限
り
で
は
、『
繫
年
』
を
含
め
て
、
或
る
文
献
の
中
に
、
竹
簡

の
竹
節
の
痕
跡
の
位
置
・
数
か
ら
見
て
異
な
る
種
類
の
竹
簡
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
竹
簡

の
種
類
が
切
り
替
わ
っ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、
そ
れ
を
ま
た
ぐ

形
で
劃
線
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
劃
線
が
よ
く
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
竹
節

の
痕
跡
か
ら
見
て
同
じ
種
類
の
竹
簡
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
の
間

に
は
、
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
14
）
。

最
後
に
、
木
簡
の
背
面
に
劃
線
が
あ
る
場
合
が
あ
る
と
の
何
晋

氏
の
指
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
筆
者
も
二
〇
一
二
年
八
月
に
長

沙
簡
牘
博
物
館
を
訪
問
し
た
際
、
整
理
室
に
お
い
て
元
館
長
の
宋

少
華
教
授
か
ら
、
背
面
に
劃
線
が
あ
る
竹
簡
や
木
牘
が
あ
る
と
い

う
話
を
直
接
伺
っ
て
い
る
（
注
15
）
。
木
簡
或
い
は
木
牘
の
背
面
に
劃

線
が
認
め
ら
れ
る
事
例
も
確
か
に
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ

う
し
た
資
料
の
公
開
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
検
討
は
、
資
料
の
公
開
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

小
論
で
は
、
何
晋
氏
に
よ
る
韓
巍
氏
に
対
す
る
批
判
を
手
が
か

り
と
し
て
劃
線
に
つ
い
て
検
討
し
、
北
京
簡
『
老
子
』・
清
華
簡

『
繫
年
』・
同
『
金
縢
』
に
は
竹
筒
の
上
に
劃
線
を
螺
旋
状
に
記
す
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と
い
う
共
通
し
た
方
式
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
う
し

た
方
式
の
劃
線
が
記
さ
れ
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
北
京
簡

『
老
子
』
の
章
の
配
列
が
当
初
は
復
元
困
難
と
見
な
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
見
さ
れ
た
劃
線
に
従
っ
て
竹
簡
を
配
列
し

た
結
果
、
そ
の
章
の
配
列
は
現
行
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
劃
線
は
竹
簡
の

配
列
を
復
元
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
と

見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
竹
簡
資
料
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
劃
線
の
記
さ

れ
方
は
か
な
り
複
雑
で
、
北
京
簡
『
老
子
』・
清
華
簡
『
繫
年
』・

同
『
金
縢
』
の
劃
線
と
は
異
な
る
あ
り
方
の
も
の
も
多
く
、
劃
線

の
す
べ
て
が
竹
簡
の
配
列
を
復
原
す
る
手
が
か
り
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
う
し
た
も
の
も
含
め
た
劃
線
の
全
容
の
解
明
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）　

孫
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、「
簡
冊
背
劃
線
初
探
」（『
出
土
文
献
與

古
文
字
研
究
』
第
四
輯
〔
復
旦
大
学
出
土
文
献
與
古
文
字
研
究
中
心
編
、

二
〇
一
一
年
〕
所
収
）
参
照
。
な
お
、
北
京
簡
の
竹
簡
背
面
に
認
め
ら

れ
る
「
劃
痕
」
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
韓
巍
氏
の
論
文
に
「
所
有
竹
簡

的
上
的
劃
痕
都
細
如
髮
絲
，
且
十
分
平
直
，
可
見
是
用
非
常
鋒
利
的
金

屬
銳
器
刻
劃
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
劃
痕
」
は
非
常
に
鋭
利
な
金

属
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
細
い
線
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
清
華
簡

の
竹
簡
背
面
の
細
線
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
李
均
明
・
趙
桂
芳
両
氏

の
論
文
「
清
華
簡
文
本
復
原
︱
以
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
》
第
一
、

第
二
輯
爲
例
」
に
お
い
て
、「
簡
背
刻
劃
斜
線
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
筆
者
は
北
京
簡
・
清
華
簡
の
背
面
を
実
見
し
て
お
ら
ず
、
清
華

簡
の
写
真
を
見
る
限
り
で
は
、
果
た
し
て
竹
簡
背
面
の
細
線
が
刻
ま
れ

た
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
北
京
簡
の
「
劃
痕
」
や
清
華
簡
の
写
真
か
ら

見
て
取
れ
る
竹
簡
背
面
の
細
線
を
、ま
と
め
て
「
劃
線
」
と
呼
ん
で
お
く
。

戦
国
期
の
竹
簡
の
背
面
に
は
、「
劃
線
」
よ
り
も
か
な
り
太
く
、
筆
で
記

さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
線
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
「
墨
線
」
と
呼
び
、「
劃
線
」
と
は
区
別
し
て
お
く
。
拙

稿
「
清
華
簡
『
楚
居
』
の
劃
線
・
墨
線
と
竹
簡
の
配
列
」（『
中
国
研
究

集
刊
』
第
56
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
2
）　

初
出
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
七
・
二
八
日
に
北
京
大
学
中
国
古

代
史
研
究
中
心
と
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
と
の
共
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
「〝
簡
牘
與
早
期
中
国
〟
学
術
研
討
会
暨
第
一
届
出
土
文
献
青
年

学
者
論
壇
」
の
会
議
論
文
集
で
あ
る
。

（
3
）　

簡
84
・
簡
187
の
二
枚
の
竹
簡
に
は
劃
線
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の

竹
簡
に
は
す
べ
て
劃
線
が
一
本
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
北
京
簡
『
老
子
』

の
竹
簡
背
面
に
劃
線
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、『
北
京
大
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学
蔵
西
漢
竹
書
（
貳
）』
所
収
の
「
簡
背
劃
痕
示
意
図
」
参
照
。
な
お
、

北
京
簡
『
老
子
』
上
経
の
第
２
劃
線
の
竹
簡
群
中
の
簡
32
に
つ
い
て
、

同
簡
に
劃
線
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
断
裂
が
起
き
て
い
る
。
韓
巍
氏
は

こ
の
断
裂
は
劃
線
に
沿
う
形
で
起
き
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
後

述
す
る
清
華
簡
『
耆
夜
』
簡
10
の
断
裂
と
同
じ
く
、
断
裂
が
劃
線
に
沿

う
形
で
起
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
4
）　

図
１
は
、
韓
巍
氏
の
論
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
5
）　
『
老
子
』
上
経
第
８
劃
線
の
竹
簡
群
の
う
ち
、
簡
118
に
は
二
本
の
劃

線
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
方
の
劃
線
は
他
の
竹
簡
の
劃
線
と
連

続
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
竹
簡
群
に
は
同
じ
竹
筒
か
ら
作
成

さ
れ
た
竹
簡
が
揃
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　

韓
巍
氏
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
劃
線
は
、
竹
簡
の
上
端
に
近
い
と
こ
ろ

の
も
の
が
粗
く
、
ま
た
深
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
竹
簡
の
中
央
部
に
近

い
と
こ
ろ
の
も
の
は
細
く
、
ま
た
浅
い
。
こ
の
こ
と
は
劃
線
が
竹
簡
の

上
端
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
記
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
前

掲
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
簡
背
劃
痕
初
歩
分
析
」
参
照
。

（
7
）　

こ
の
他
に
、
李
均
明
・
趙
桂
芳
両
氏
は
簡
69
の
劃
線
と
簡
70
の
劃
線

と
を
連
続
す
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
問
題
で
あ
る
。

簡
69
の
右
隣
に
簡
70
が
位
置
し
て
い
た
と
見
な
す
よ
り
も
、
後
述
す
る

よ
う
に
同
じ
竹
筒
の
上
で
簡
69
の
右
隣
に
簡
45
が
位
置
し
て
い
た
と
す

る
方
が
、
劃
線
の
連
続
性
は
よ
り
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
竹

節
の
痕
跡
の
位
置
と
劃
線
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
簡
45
～
69
の
竹
簡

群
と
簡
70
～
95
の
竹
簡
群
と
で
は
、
竹
節
を
削
り
取
っ
た
痕
跡
の
位
置

が
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
簡
69
は
簡
70
と
同
じ
竹
簡
群
に
属
す
る
と
は

見
な
し
が
た
い
。

（
8
）　

例
え
ば
、
北
京
簡
『
老
子
』
上
経
第
８
劃
線
の
竹
簡
群
の
よ
う
に
、

不
完
整
の
竹
簡
群
の
中
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
竹
簡
が
、
こ
う
し
た
部

分
に
用
い
ら
れ
た
と
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）　

も
っ
と
も
、『
繫
年
』
簡
31
～
簡
44
（
第
６
章
・
第
７
章
）
の
竹
簡

の
実
寸
大
写
真
を
見
る
限
り
で
は
、
竹
簡
の
下
端
の
位
置
に
若
干
の
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
の
竹
簡
に
は
縮
小
が
起
き
て
い
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
仮
に
簡
44
が
簡
26
～
43

と
同
じ
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
本
来
の

位
置
を
精
密
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
10
）　

竹
簡
正
面
の
文
字
列
と
竹
簡
背
面
の
各
劃
線
群
と
の
対
応
に
関
し
て

は
、
注
１
前
掲
の
拙
稿
「
清
華
簡
『
楚
居
』
の
劃
線
・
墨
線
と
竹
簡
の

配
列
」
参
照
。

（
11
）　

こ
の
他
、
清
華
簡
第
３
分
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
赤

之
集
湯
之

屋
』
は
、
背
面
に
二
本
の
劃
線
が
認
め
ら
れ
る
竹
簡
は
含
ま
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
劃
線
が
竹
簡
の
上
部
に
お
い
て
全
体
に
よ
く
連
続
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
そ
の
枚
数
が
一
五
枚
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
同
一
の

竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
『
程
寤
』
も
同
様
に
劃
線
が
全
体
に
よ
く
連
続
し
て
お
り
、
そ
の
竹
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簡
は
や
は
り
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。但
し
、『
程

寤
』
は
竹
簡
の
枚
数
が
九
枚
し
か
な
く
、
北
京
簡
『
老
子
』
上
経
の
第

８
劃
線
や
『
繫
年
』
の
第
７
劃
線
の
竹
簡
群
と
同
様
に
、
完
結
し
て
い

な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
12
）　

華
簡
第
３
分
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
祝
辞
』・『
良
臣
』
は
、
竹
簡

の
ほ
ぼ
中
央
の
部
分
に
お
い
て
、
連
続
す
る
劃
線
が
二
本
認
め
ら
れ
、

一
本
の
劃
線
は
右
上
に
、
も
う
一
本
の
劃
線
は
右
下
に
向
か
う
形
で
よ

く
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
北
京
簡『
老
子
』・
清
華
簡『
繫

年
』・
同
『
金
縢
』
と
は
異
な
る
方
式
で
記
さ
れ
た
連
続
し
た
劃
線
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）　

孫
沛
陽
氏
は
、
嶽
麓
秦
簡
『
質
日
』
の
劃
線
は
、
す
べ
て
竹
簡
が
作

成
さ
れ
た
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
注
（
１
）
前
掲
「
簡

冊
背
劃
線
初
探
」
参
照
。

（
14
）　

注
（
１
）
前
掲
の
拙
稿
「
清
華
簡
『
楚
居
』
の
劃
線
・
墨
線
と
竹
簡

の
配
列
」
参
照
。
な
お
、清
華
簡
第
３
分
冊
の
『
説
命
中
』
に
お
い
て
は
、

連
続
し
た
劃
線
が
竹
節
の
痕
跡
の
位
置
の
異
な
る
竹
簡
を
ま
た
ぐ
形
で

連
続
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
一
つ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、『
説
命
中
』
の
簡
１
～
４
の
部
分
は
、
竹
節
の
位
置
か
ら
見

て
、
簡
１
と
簡
３
、
簡
２
と
簡
４
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
種
類
で
あ
り
、

ま
た
簡
２
と
簡
４
と
に
は
劃
線
は
認
め
ら
れ
ず
、
簡
１
と
簡
３
と
に
は

劃
線
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
二
簡
の
劃
線
は
連
続
す
る
と
見
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
簡
１
・
簡
３
と
簡
２
・
簡
４
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、『
説
命
中
』
の

書
写
や
編
聯
の
段
階
で
、
本
来
は
簡
１
と
簡
３
と
が
連
続
し
、
続
い
て

簡
２
・
簡
４
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
理
由
で
誤
っ
て

簡
２
よ
り
も
先
に
簡
３
が
用
い
ら
れ
た
た
め
に
起
き
た
現
象
と
推
測
さ

れ
る
。

（
15
）　

中
国
出
土
文
献
研
究
会
「
中
国
新
出
簡
牘
学
術
調
査
報
告
︱
上
海
・

武
漢
・
長
沙
︱
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
55
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

参
照
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
戦
国
楚
簡
と
先

奏
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
湯
浅
邦
弘
）
の
成
果

の
一
部
で
あ
り
、
筆
者
が
二
〇
一
三
年
三
月
よ
り
八
月
ま
で
、
台
湾
奨
助
金

に
よ
る
訪
問
学
人
と
し
て
台
湾
大
学
哲
学
系
に
滞
在
し
た
間
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
特
に
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
。
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